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論文審査の結果の要旨
Effects of acotiamide on esophageal motility in healthy subjects:                           












症状を認めない健常ボランティア 30 名（男性 30 人、平均年齢 38.2 歳）を対象に、無
作為化二重盲検プラセボ対照クロスオーバー試験を行った。健常ボランティアに対し、ア
コチアミド（100 ㎎）又はプラセボを 1 日 3 回、毎食前、7 日間投与し、28 日間の Wash 
Out 期間後に被験者をクロスオーバーさせ、アコチアミド群に対してはプラセボを、プラ
セボ群に対してはアコチアミドを 1 日 3 回、毎食前、7 日間投与した。治療 8 日目に HRM





integrated relaxation pressure (IRP)、食道体部収縮能の指標である distal 
contractile integral (DCI)、嚥下後の食道体部運動の収縮パターン（intact、weak 








能に及ぼす効果の違い、HRM の検査方法、アコチアミド 投与後の large defect を有する蠕
動波の増加、今後の研究展望などについて多くの質疑が行われたが適切な解答が得られた。
今回の検討により、アコチアミドは EGJ 圧を有意に増加させること、また食道体部運動
異常を有する場合には、Small break を有する蠕動波の頻度を減少させ、正常蠕動波の比
率を有意に増加させることが明らかとなった。以上より、アコチアミドは EGJ 圧の低下が
みられる逆流性食道炎患者、また軽度食道蠕動異常を有する逆流性食道炎患者に対する治
療薬としての可能性を示すものであり、今後の展開を期待できる成果を得た。以上より、
本論文は学位論文として価値あるものと認定した。
試験の結果の要旨
提出論文が第二次審査に合格するとともに、消化管疾患を中心とした消化器病学全般に
関しても諮問し、的確な回答を得た。申請者は本研究を中心に自立した研究活動を続けてお
り、それに必要な研究能力および十分な学識を有している。また研究過程における倫理性も
十分に有しており、後輩に対する指導力も発揮している。以上より合格と判定した。
